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うに見える。現在のデルタの面積では西部と中部でおおよそ 8400 平方キロ、東部で 1400 平方キロに



































































































































































宅地を開発した。1913 年には余慶里、1914 年には啓明里、1926 年の南芬里などは、今もその姿を伝 
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など、路地が密接に入り組んだような地区である。その中におよそ 19 条の街路を数えるという。中 
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図 6 長堤歴史地段の建築物の建設年代（赤：清末～明国 緑：50～70 年代 黄：80 年代以降） 
 
って街路は屈曲し、迷路状になっているところもあるが、ある意味で最も濃厚な歴史的雰囲気が漂う
































第 1 図 広東省の農村労働力の変遷 1949-2014 
 

















第 1 表 広東省における耕地減少率 1994-2014 
 
《広東農村統計年鑑》1995、2000、2005、2010、2015 年版により作成、単位％。 



















 江門市におけるフィールド調査は、2016 年 8 月 7 日から 15 日まで、日本からの 8 名の研究者が参
加し、中山大学地理科学与規劃学院の劉雲剛先生と彼の大学院生がカウンターパートとなり進められ










億元（前年比 9.1%増）、工業生産額（規模以上工業増加値）は 29 億元（同 14.6%増）、輸出額 3.13 億






 北芦村は杜阮鎮の東部に位置し、戸籍人口が 260 戸 1089 人、流動人口が約 2000 人である5）。地域
内には 2 つの工業団地がつくられ、道路沿いには商店や工場が入る中層建築が連続しており、1.4 平




下鎮人民政府工作報告」では、地域総生産額が 124.7 億元（前年比 12.4%増）、工業生産額（規模以上
工業増加値）は 121.5 億元（同 37.7%増）、貿易額 90 億元（同 16.8%増）、財政収入 4.49 億元（同 23.9%
増）とされる。江門市における郷鎮レベルでは第 1 位となる経済指標が多く、濱江新区に指定され、
いっそうの開発が進められようとしている。 
 良渓村は棠下鎮の中部に位置し、戸数 515 戸、人口 1835 人の村落である。鎮の中心から北に 2km ほ
ど離れ、また江門と鶴山を結ぶ地方道も 1km 西を走るため、棠下鎮の経済発展からは正に距離がある。
丘陵を取り巻くように集落が立地し、その周辺には養魚地と農地の農村景観がひろがっている。とく
に集落には 12 世紀に来住したとされる羅氏一族の祠堂が残り、古建築も多いことから、2008 年に省
の広東省古村落に、2014 年には国の中国歴史文化名村に指定されている。 
 2000 年と 2010 年の人口センサスを利用して、杜阮鎮と棠下鎮を比較したものが、第 2 表である6）。
2000 年時点の人口データにおいては、杜阮鎮と棠下鎮の相違はそれほど大きなものではない。常住人
口で 1 万人、戸籍人口で 2 万人ほど棠下鎮が多く、一方、外来人口では 1 万人ほど杜阮鎮が多い。面
積では杜阮鎮が 80 平方 km であるのに比して、棠下鎮は 131 平方 km と大きいことから、この時点で 2
つの鎮の違いが主に戸籍人口に由来するもので、産業化の進度が外来人口に反映していると考えられ
る。 










第 2 表 杜阮鎮と棠下鎮 
 
《新会市 2000 年人口普査資料》《江門市 2010 年人口普査資料》により作成 
2000年 2010年 2000年 2010年
52,485 101,727 62,770 76,021
うち当地戸籍人口 33,778 41,601 56,920 59,943
18,537 59,335 5,733 15,669
うち市内 975 8,235 619 1,792
うち広東省内 4,974 15,449 387 2,160
うち省外 12,588 35,651 4,727 11,717






































































































本研究は JSPS 科研費 15H05169 の助成を受けたものです。 
 
 
1） 広東省農村統計年鑑編輯委員会《広東農村統計年鑑 2015》中国統計出版社、2015 年、456p. 
2） 《広東農村統計年鑑》1995、2000、2005、2010、2015 年版により作成 
3） 農村班は周雯婷研究員と私で構成された。フィールド調査に際しては、周さんの広東語と調査研究に
対する深い理解におおいに助けられた。記して感謝の意を表します。 




6） 新会市人口普査弁公室編《新会市 2000 年人口普査資料》（2002 年）。江門市統計局・江門市人口普
査弁公室編《江門市 2010 年人口普査資料》（中国統計出版社、2012 年）。 
7） 外来人口の来源を人口センサスに見ると、江門市、杜阮鎮、棠下鎮ともに、広西壮族自治区出身者が
最も多く、湖南省と四川省の出身者が続いている。 
8） 北芦村での聞き取り調査は、行政村の幹部 2 名と一般住民 3 名に、それぞれ 2 時間程度行った。 
9） 蒙勝福（2010）《良渓掌故》嶺南美術出版社。 



























































































図 2 江門市区部の市街地と里村および石頭村の位置 
 
その支流の蓬江が合流するところに元末明初から市街地の形成が始まり，清末には開港して税関が置
かれた。広州から 60km，香港からは珠江の河口を渡って 115km 離れている。地級市として，蓬江，江海，
新会の 3区と，台山，開平，鶴山，恩平の 4県を管轄する。面積は 9,541km2，人口は 451.95 万人（2015
年）で，珠江デルタ全域のそれぞれ 17.4%，7.7%を占めている（図 1）。三つの区からなる市区部の面積
は 1,818km2であり，人口は 185.92 万人（2015 年）である（図 2）3)。 
管轄する区県の範囲は古くから「五邑」と呼ばれ，僑郷として知られている。香港・マカオ・台湾を











図 4 珠江デルタ地域各地級市における不動産開発投資の推移 
 
図 3 は珠江デルタ地域 9地級市の一人当たり GDP のデータによって，各市の経済水準の推移を示して
いる。最も高い水準にあるのは一貫して深圳市であり，それに広州市が次いでいる。それらに比較して
江門市の成長は遅れており，2000 年から 2015 年までの 15 年間で約 4 倍に成長しているものの，2015
年では深圳のおよそ 3分の 1の水準にとどまっている。また，産業構造のデータを見ると，2015 年時点
で第 1次：第 2次：第 3次産業の割合は，7.8:48.4:43.8 となっている。第 2次産業が 1980 年代から現
在まで常に 40％以上を占めており，特に 2005 年から 2013 年までは 50％を上回っていた。一方，第 3 次
産業は徐々に割合を高めているが未だ第 2 次産業よりは少なく，第 1 次産業は特に 80 年代後半から 90





















































































































 図 4 は珠江デルタ地域 9地級市の不動産開発投資（総額）の推移を示している。2000 年代前半におい
ては広州市と深圳市での投資額が拮抗していたが，それ以降は広州での不動産開発が非常に活発化した
ことがわかる。深圳における不動産開発も 2011 年以降は再び活況を呈している。それらの都市に比較
すると江門市における不動産開発の総量は見劣りするが，2000 年からの 15 年間でみれば 15 倍以上に増
加しており，とりわけ 2013 年からの最近 3年間は不動産開発ブームを迎えている。 

















































があるが，実は鳳山にも約 70ha の土地が残されているという。 























































写真 6 古い集落のゴミと新しい高層住宅 
 












主は約 1,800 人の元村民である。土地収用にともなう補償金などの資本を蓄積し，特に 2009 年以降は

















 蓬江区棠下鎮石頭村（村民委員会）は，江門市の中心から北へ 9km ほどに位置し，面積は 9.8km2であ
































社会養老保険を政府が個々人のために購入するという措置が採られた。すでに 1,200 名あまりの 60 歳





















































写真 12 濱江新区の高層住宅 
 









































8) 前掲 5) (2)。 
9) 前掲 3) (1)。 
10) 前掲 3) (1)。 
11) 里村についての詳細は，2016 年 8 月 10 日の里村社区居民委員会書記への聞き取りや，その前後の現地調
査による。 




13) 石頭村についての詳細は，2016 年 8 月 11 日の石頭村村民委員会での聞き取りや，その前後の現地調査に
よる。 
























































































だ。9時から 14 階の会議室で、副局長ほか 3人の方に挨拶。調査内容を説明し、意見を求めた。10 時す
ぎに終了し、以後は班ごとの活動に移った。 
教育班の 3人は、建設局の 1階で約 2時間半、調査内容の打ち合わせをおこなった。そこで確認した
ことは以下のとおりである。 






























いからである。その結果、8日午後、9日と 10 日は全日、11 日午前、13 日午前をこの調査に費やすこと
になった。後述するように、11 日午後の聞き取りや、12 日の図書館での資料調査により、すでに確認し
た小学校以外にもいくつかの学校の存在が明らかになったためでもある。 




る。各小学校に割り当てた番号は、第 1 図も第 1 表も同じである。以下で小学校に言及する際は、第 1
図・第 1表の番号を付記する。 


























第 1表 江門市中心部の小学校一覧 






1 培英小学 北街 甘化路 80 号 省重点 1288 64 20.1  
2 北苑小学 ― 良化新村西 128 号 市重点 1343 67 20.0  
3 甘光儀小学 ― 白石聯興村 普通 1233 65 19.0  
4 豊楽小学 耙冲 楽福路 2号 市重点 1221 63 19.4  
5 美景小学 ― 潮江二横路 2 号 省重点 1947 98 19.9  
美景小学（分校） 水南 水南王辺里 1 号 省重点 
6 江華小学 江海 江華一路 116 号 省重点 1791 105 17.1  
7 啓明小学 ― 躍進路 60 号 省重点 1937 96 20.2  
8 紫茶小学（南校区） ― 建設路 30 号之一 省重点 4332 217 20.0  
紫茶小学（泰寧里校区） 中山 泰寧里 128 号 省重点 
9 紫茶小学（北校区） ― 豊雅路 23 号 省重点 
10 範羅岡小学（校本部） ― 象渓横路 12 号 省重点 2530 125 20.2  
範羅岡小学（紫茶路校区） ― 紫茶路与勝利路交叉口北 省重点 
11 範羅岡小学（濱江校区） ― 体育路西 200 米 省重点 
12 紫沙小学 ― 紫沙路 70 号 省重点 1652 82 20.1  
13 発展小学（本部） ― 江会路 省重点 1546 76 20.3  
発展小学（紫坭路校区） 愛民 紫坭路 26 号 省重点 
14 陳白沙小学 白沙 白沙沙富里路 115 号 普通 1223 60 20.4  
15 実験小学 ― 華園北路 1号 省重点 1407 82 17.2  
16 農林小学 ― 農林横路 21 号 省重点 1829 100 18.3  
17 東風小学 ― 迎賓大道西 106 号 市重点 1173 60 19.6  
18 北郊中心小学 ― 北郊天沙四路 7号 省重点 1385 72 19.2  
19 裏邨小学 ― 環市鎮裏邨中勝里 1号 区重点 625 34 18.4  
20 丹灶小学（校本部） ― 環市鎮聯合 普通 1055 56 18.8  
21 丹灶小学（篁荘校区） 篁荘 篁荘大道 普通 
22 農林双朗小学 ― 大湾里 91 号 ― ― ― ― 
×上 堤東小学 ― ― ― ― ― ― 
×下 造紙廠子弟小学 ― ― ― ― ― ― 
注 1）番号は蓬江区教育局による「蓬江区中心城区 2016 年小学招生地段安排通告」に合わせた。第 1図とも一致。 
  2）住所はすべて「江門市蓬江区」を省略している。 
  3）ランクは「江門市蓬江区公辯小学名録」に基づいている。 
























































写真 1 紫茶小学（北校区） 
 
 
写真 2 紫茶小学（北校区）の「栄誉墻」 
 
 
写真 3 丹灶小学（篁荘分校） 
 
 
写真 4 学習塾に貼られた講師紹介 
 
 
写真 5 培英小学のプレート 
 
 























プロジェクトメンバーの学校。EPD とは Educating for a Sustainable Future: Environment, 




























写真 7 紫茶小学（南校区） 
 
 
写真 8 範羅岡小学（校本部） 
 
 
写真 9 実験小学 
 
 
写真 10 城中村である裏邨 
 
 
写真 11 裏邨小学 
 
 


























写真 13 保利大都会 
 
 
写真 14 範羅岡小学（濱江校区） 
 
 
写真 15 保利大都会の広告 
 
 









第 2表 インフォーマント一覧 
番号 日時 性別 年齢 出身 居住地 身分・立場 聞き取り場所 備考 
1 8 月 11 日 男性 30 歳 
前後 




8 月 11 日 男性 30 歳 
前後 
不明 不明 店員   








2 8 月 11 日 男性 30 歳 
前後 




8 月 11 日 男性 30 歳 
前後 
不明 不明 店員 範羅岡小学の 3 年
生の子どもがいる 
3 8 月 12 日 女性 30 歳 
前後 















5 8 月 13 日 女性 60 歳 
前後 
















7 8 月 13 日 女性 30 歳 
前後 
不明 不明 店員 泮海藍湾のマンション
ギャラリー 
元小中学校教員 
8 8 月 13 日 男性 30 歳 
前後 




9 8 月 13 日 男性 30 歳 
前後 





ント 1］。計 3人の店員が応対してくれたが、最も詳しい話を聞かせてくれたのは、子どもが 2人いて実










第 3表 3 つのマンションが属する学区の変化（2012-2017 年） 
  2012 2013 2014 2015 2016 2017 
城市花園 紫茶（北校区） 豊楽 紫茶（北校区） 紫茶（北校区） 農林双朗 農林双朗 
都市豪庭 紫茶（北校区） 丹灶（篁荘分
校） 
紫茶（北校区） 紫茶（北校区） 農林双朗 農林双朗 
萊茵華庭 ― ― 紫茶（北校区） 紫茶（北校区） 農林双朗 農林双朗 






























フォーマント 2］。応対してくれた 30 歳前後の 2 人の男性店員によると、紫茶・範羅岡・美景小学の校












































                                                  




































































































写真 17 蓬江区文化館（元は堤東小学） 
 
 
写真 18 範羅岡小学（紫茶路校区） 
 
 
写真 19 泮海藍湾 
 
 
写真 20 泮海藍湾の販売店の周辺図 
 
 
写真 21 萊茵華庭 
 
 
























































































合の時期は、区志に掲載されたリストが 2004 年時点の小学校の状況を示し、今回入手できた 2012-2017
年の「蓬江区中心城区小学招生地段安排通告」の中に統合にかんする記載が見当たらないことから、2004
年と 2012 年の間だと推測される。聞き取りによると、美景小学は約 7年前（2009 年か）、発展小学は 5
年前（2011 年）という情報が得られた。二つの校地は、別の学年の児童が利用している。たとえば、紫
茶小学（南校区）は 1-2 年がサブの校地、3-6 年がメインの校地を利用している。保護者への聞き取り
や学校施設および周辺の景観観察から判断しても、「老城部」（旧市街地）の学校は、全体として発展・
成熟した段階にあり、学校間格差はそれほど大きくないと言えそうである。また、学区再編（新入生募
集区域の変更）の回数も、第 4 表が示すように、周辺部（新市街地）に比べると少ない（平均 2.4 回、
周辺部は 3.1 回）。 
したがって、この地区の住民は、どの学校が良いというランクはもちろん気にしてはいるものの、ど
の学校もそれほど変わらないという意識が強いと感じられた。たとえば、美景小学付近のレストランで
















一方、周辺部（新市街地）では、ここ数年で三つの名門校の分校（紫茶は 2011 年、範羅岡は 2015 年、














第 4表 新入生募集区域の住所数とその変化 
番号 学校名 2012 2013 2014 2015 2016 区域変更 
1 培英小学 36 36 36 34 36 2 回 




2 北苑小学 22 22 22 19 16 3 回 
   
＋1 －1 ＋2 －5 －3 
 
＋3 －9 
3 甘光儀小学 61 61 60 65 66 3 回 
   
＋1 －2 ＋5 ＋1 
 
＋7 －2 
4 豊楽小学 55 57 52 52 55 4 回 
 
＋2 ＋4 －9 ＋2 －2 ＋6 －3 
 
＋14 －14 
5 美景小学 55 55 63 61 53 3 回 
  
＋8 ＋1 －3 －8 
 
＋9 －11 















8 紫茶小学（南校区） 66 65 63 60 60 3 回 
 
＋1 －2 ＋1 －3 ＋1 －4 
  
＋3 －9 
9 紫茶小学（北校区） 8 7 8 8 5 3 回 
 





10 範羅岡小学（校本部） 53 77 82 82 83 3 回 
 







― ― 12 16 16 1 回* 





12 紫沙小学 66 47 45 45 45 3 回 
 
－19 －2 ＋1 －1 
  
＋1 －22 
13 発展小学 36 38 39 39 39 2 回 
 
＋4 －2 ＋1 
   
＋5 －2 
14 陳白沙小学 30 30 30 32 33 2 回 





15 実験小学 28 36 31 32 32 3 回 
 
＋9 －1 －5 ＋1 
   
＋10 －6 
16 農林小学 15 14 21 21 21 2 回 
 
－1 ＋7 
   
＋7 －1 







18 北郊中心小学 24 24 24 27 30 2 回 





19 裏邨小学 27 27 30 28 15 4 回 
 
＋1 －1 ＋4 －1 ＋2 －4 －13 
 
＋6 －19 
20 丹灶小学（校本部） ― 30 31 30 31 3 回* 
  












22 農林双朗小学 ― ― ― ― 23 ― 
        
注 1）2012-2017 年の「蓬江区中心城区小学招生地段安排通告」を基に作成した。 
  2）番号は蓬江区教育局による「蓬江区中心城区 2016 年小学招生地段安排通告」に合わせた。第 1図とも一致。 






























                                                  
















するものはそれほど多くない1)。2016 年 8 月に中国華南研究グループに加わり、広東省の華僑農場につ
いて調べることができた。1950 年代から 80 年代初頭にかけて、帰国華僑を受け入れるために広東省や
福建省などの地域で 80 数カ所の華僑農場が建設された。本稿では広東省海宴華僑農場を事例として取
り上げながら、華僑農場の歴史と現状またはその場所性について考察していく。 






















































1950 年代初期から 1980 年代初期にかけてインドシナ各国から帰国した華僑の多くは、「難民」というも
う一つの身分を持っていた。50 年代初中期において社会主義国家の建設に熱心な愛国華僑、マレーシア
など華僑排斥地域から保護された華僑難民、インドネシア、マレーシア、ベトナム、カンボジア、タイ
からの大よそ 10 万人に達した。また 1960 年代初期にもインドネシア、マレーシア、カンボジア政府の
華僑排斥運動によって 20 万人余りが帰国した。さらに 1970 年代中後期に 27 万人余りの華僑が迫害と
排斥を逃れるためにベトナムから帰国した。1949 年建国後から 1990 年代中期までの 40 年間に合計約










                                                      







で、多くの中国系難民を生み出した5）。インドネシアの華僑排斥運動は「商業大臣決定書（1959 年 5 月）」
と「大統領令 1959 年 10 号」に発端し、漢字の使用禁止や華僑学校の閉鎖、華僑居住地の制限、華僑商
業の禁止などといった排斥規定が次々に発布された。ベトナムでは 1972 年初め、ベトナム当局は辺境
地区を「浄化」するつもりで、以前中国から移民した人々が中国に戻るように強要した。その年に 297
世帯 1,396 人の帰国華僑が広西の那坡県6）に戻った（『広西通誌 海関誌』）。1977 年より、華僑排斥運
動がベトナム北西部から全北範囲にまで広がり、数多くの華僑が中国に戻ることを迫られた。1960 年か
ら 62 年の間、合計 63,299 人のインドネシア華僑が中国政府の救援船で帰国した（奈倉 2012：95-96）。 




で、ベトナムのランソンと隣接する広西憑祥市7）だけでも計 7164 世帯の 32,515 人帰国華僑を受け入れ














1950 から 80 年代初期にかけて、福建・広東・広西・雲南・海南島・江西・吉林で建設された 84 ヵ所
の華僑農場で合計 24 万人余の帰難僑が受け入れられた8）。また、広東、広西、福建、雲南と海南 5省の
国営農林場に 9 万人の帰難僑が配属された。現在全国の華僑農場の人口は約 59 万人にのぼり、そのう
ちの 21 万人が帰国華僑であると言われる。出身地別で人数が最も多いのは 16 万人強となるベトナムか
らの帰国華僑で、全体の 6割以上を占める。華僑農場の受入者数においては広東省が最も多く、華僑難
民の受け入れ第一線地域とされた（姚 2009）。広東省には合計 23 の華僑農場があり、14 の地級都市に
                                                      
5） インドシナ難民としても知られているが、1970 年代後半にベトナムを中心にラオスとカンボジアにも 
及ぶ難民潮で、合計 145 万人ほどの（主に中国系）難民がでた。27 万人が中国に帰国し、110 万人はアメ 
リカやカナダなどの第三国に定住したという。外務省のホームページによれば、日本は今まで合計 
11,319 人のインドシナ難民を受け入れた。 






分布し、合計 1,148 ㎢の面積（のち 163 ㎢農耕地、280 ㎢林地）を占めている。インドネシアやベトナ
ムなど 24 の国・地域からの計 89,669 人の帰国難民を加えて、合計 289,346 人の人口を抱えている。華
僑農場の建設年代について、84 ヶ所の華僑農場のうちの 41 ヶ所は 1950、60 年代にマレーシア、インド
ネシア、ベトナムとインドから難民として帰国した華僑を受け入れるために設置されたもので、残りの
43 箇所は 1970 年代以降にベトナムから帰国した難民華僑のために建設された。 
 広東省では、1951 年 12 月に当時の東莞県に万頃沙華僑農場（現広州市南沙区南端）が造られたのは
華僑農場の始まりであった。その後、1952 年 9 月に海南万寧県で興隆華僑農場、11 月に陸豊、54 年 8






















下に置かれた。50 年代から 60 年代にかけてインドネシアとマレーシアからの帰国華僑を受け入れ、1966
年頃になると総面積 53263 畝、うち耕地面積 37,292 畝、総人口 10,709 人という規模の華僑農場に発展



































台山海宴華僑農場（以下「海宴農場」と略す）は、1963 年 9 月国務院華僑事務委員会の決定によって
広東省台山市の西南沿海部で創設された（第 1図）。現在では「海僑経済管理区」という正式名を持って
いる。台山市の中心市街地である台城との間に 85 キロの距離があり、東北方面と西方面に隣接する海
宴鎮と汶村鎮とはそれぞれ 8 キロと 13 キロ離れている。南には全長 9 キロの海岸線があり、南シナ海
に浮かぶ上下川島嶼の下川島に面している。亜熱帯海洋気候に属し、日照と雨量との両方に恵まれてい









（1954 年創設）、花県華僑農場（1955 年創設）、大南山華僑農場（1960 年創設）から 200 人余りの帰国
華僑青年隊を派遣し、道路や住居など海宴農場の基礎インフラ建設に当てた。その翌年、汕頭地区から





宴農場を離れた人も多く、1977 年頃に 280 世帯 1285 人の帰国華僑しか残っていなかったという。しか
し 1978 年からの数年間にベトナムから帰国した難民を受け入れたため、人口が 741 世帯の 3608 人にな
った。また、隣接する村（当時は生産大隊という）との合併および 1982 年国連難民署の支援により洪発
















術推進、企業誘致といった 6工作組から構成されている。現在、農耕用地の 9割に相当する 800 ヘクタ
ールを製糖場とサトウキビの栽培用地が占めている。その他、稲田 90 ヘクタールと養魚池 23 ヘクター
ルがある。年間 6 万トンから 8 万トン相当のサトウキビ、900 トンの稲と約 300 トンの養殖魚介類が生
















第 2図 海宴華僑農場の簡略図 
 
イクに乗せてもらい、バイク運転手さんを入れて 3人乗りとなり、ヘルメットなしで夏のスコールの最
中を 20 分ほど走って農場本部ビルにビッショ濡れ状態で着いた。（事前交渉した）運賃は 20 元でした。
運転手さんに名刺を渡され、名刺にある携帯電話に連絡すれば、向かいに来てくれると約束してくれた。
夏のこの季節に毎日数回ほどのスコールがあり、一回の降雨量もかなり多い。雨の後は強い日差しで気





に鶏籠山（青山とも呼ばれる）という標高 180m の山（写真 4）がある。農場の住宅などの施設はこれら
の農用地と山と海に囲まれている。 
  




写真 3 海水養殖場                         写真 4 鶏籠山（青山）    
 
  
       写真 5 農場本部              写真 6 製糖工場 
 
鶏籠山の麓にある農場本部（写真 5）を訪れたが、平日にも関わらず職員が一人もいなく、アルバイ










イクルに従い、農繁期と農閑期に分かれている。農繁期は毎年 11 月から 3 月まで、それ以外の７ヶ月
間は農閑期である。農閑期に製糖工場の従業員の多くは副業を求めて近隣の町に出稼ぎにいく9）。 





2000 年までに農場の全世帯数は 1672 世帯、人口 6573 人、うち男性 3366 人、女性が 3207 人、帰国華
僑は 2087 人となった（台山市海僑鎮誌編纂委員会 2005、奈倉 2012）。2016 年現在、農場 4 の村民委員
































因のもとで 2016 年現在、これまでの観光事業などの活動が停滞している。 




                                                      







       写真 7 五豊村住宅             写真 8 南豊村住宅 
 
して遠近に名を知られている。ここにインドネシア、ベトナム、カンボジア、インド、マレーシア、タ
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を通して」『海外社会保障研究』第 163 号，98−108. 











近 100 年間に海水面が約 10～20cm 上昇しているという。このまま上昇が続けば 21 世紀後半には海









図 1 広東省江門市は海に接している 
出所 Google Earth、Terra/Metrics 
 
調査は、2016 年 8 月 9 日と 11 日に行った。したがって、本稿に示す統計資料やインフォーマント
の意見は、2016 年 8 月以前の状況を反映したものである。 
村民委員会書記への聞き取りによると、同村の人口は、戸籍人口が 2300 人あまり、常住人口が約































































































































































































2009 年 2012 年 2015 年 
上海 VW 70.81 上海 GM 126.99 上海 VW 180.56 
一汽 VW 66.92 一汽 VW 123.87 上海 GM 五菱 179.76 
上海 GM 66.82 上海 VW 107.09 上海 GM 172.5 
北京現代 52.1 北京現代 68.81 一汽 VW 165.02 
東風日産 45.93 東風日産 64.22 長安汽車 111.33 
BYD 44.84 長安フォード 49.18 北京現代 106.28 




44 長安フォード 86.87 
一汽トヨタ 33.47 奇瑞 40.66 長城汽車 75.32 






















                                      単位:億円 
国/年   2010 2011 2012 2013 2014 2015 
  売上高 112,203  109,862  111,673  128,210  142,974  144,038  
日本 利益 -2,252 -3,624 -2,070 5,763 15,101 15,714 
  利益率 -2.01% -3.30% -1.85% 4.49% 10.56% 10.91% 
  売上高 56,705  54,291  47,518  62,844  81,170  96,775  
北米 利益 854 3,395 1,864 2,219 3,260 5,845 
  利益率 1.51% 6.25% 3.92% 3.53% 4.02% 6.04% 
  売上高 21,470  19,814  19,939  20,831  27,249  28,482  
欧州 利益 -330 131 177 264 582 811 
  利益率 -1.54% 0.66% 0.89% 1.27% 2.14% 2.85% 
  売上高 26,554  33,746  33,342  43,854  48,776  49,812  
アジア 利益 2,036 3,130 2,567 3,760 3,957 4,217 
  利益率 7.67% 9.28% 7.70% 8.57% 8.11% 8.46% 
  売上高 16,738  18,091  17,601  20,942  23,366  24,492  
その他 利益 1,155 1,601 1,088 1,337 425 1,115 















第3表  広州汽車社の売上高,営業利益と利益率 
単位：億元 
  2011 2012 2013 2014 2015 
売上高 109.84 127.13 181.24 215.53 282.85 
利益 4.24 7.03 18.67 23.97 34.33 





























GDP 総額は 1 人あたり GDP に人口を乗じた数値と等しくなるため，地域の人口規模と 1 人あたり
GDP の双方が店舗の配置を説明できる要因になっているといえる。そのため GDP1 兆人民元あたり









 第 1 図 地域別にみた広汽トヨタ社のディーラーの販売店舗数 
 注）円は各省・自治区の省都に表記した。 




  相関係数 
人口と店舗数 0.778 
総 GDP と店舗数 0.925 




















第 2 図 GDP と新規自動車登録台数あたりの広汽トヨタ社の地域別店舗数 
  注）円は各省・自治区の省都に表記した。 































第 3 図 修理・メンテナンス部品の物流倉庫の配置（2015 年時点） 
資料：金ほか (2014) の内容を広汽トヨタ社ディーラーでのインタビュー調査により補足して作成。 
 
第 4 図  修理・メンテナンス用部品の流通経路 
























































































































































































（https://www.gac-toyota.com.cn/buy/shopping/dealer-search，2017 年 8 月 13 日）。 
９)トヨタ社の他の合弁相手である第一汽車社系の本社や工場は吉林省や天津市にあるが，これらの地域を
含む華北地域でも比較的店舗数は多くみられる。 
１０)当該指標では 1 人あたり GDP が高い地域の重み付けが高くなるが，これらの地域間での偏差が比較
的大きいため，GDP 総額と店舗数の間の相関係数に比べて数値が低くなっている。 
１１) 本稿では沿海部地域の範囲として，中国の一般的な基準に従い北京，上海，天津の 3 つの直轄市と
遼寧，河北，山東，江蘇，浙江，福建，広東の 7 省とし，それ以外の 21 省・自治区・直轄市を内陸部と
定義した。 
１２) 西部地域の範囲は一般的な基準に従い，内モンゴル自治区，寧夏回族自治区,甘粛省,新疆ウイグル自
治区 ,陝西省 , 四川省 , 重慶市 , 青海省 ,貴州省 , 雲南省 , チベット自治区 ,広西壮族自治区とした
(https://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/seibu.html，2018 年 12 月 15 日)。 
１３) 2015 年 3 月に同社ディーラーで行った顧客数人と C 氏へのインタビュー調査による。 
１４)2015 年 9 月に行った B 氏へのインタビュー調査による。 
１５)2018 年 5 月におこなった E 氏へのインタビュー調査による。 
１６)2015 年 9 月に行った B 氏へのインタビュー調査による。 
１７)2015 年 3 月に行った A 氏へのインタビュー調査による。 
１８)2015 年 3 月に行った A 氏へのインタビュー調査による。 
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２１)2015 年 9 月に行った B 氏へのインタビュー調査及び提供資料による。 




２３) 同社が 2016 年に実施したディーラー募集説明会の資料による。 
２４) D 氏（2016 年 9 月に実施）と E 氏（2017 年 9 月に実施）へのインタビュー調査による。また E 氏
（2018 年 5 月に再度インタビューを実施）は「トヨタ社の自動車は故障が少ないため顧客満足度は高い
が，ディーラーがアフターサービスにより利益を得られる機会も少ない」とも述べている。 





or=pc ③http://www.sohu.com/a/116644922_397438,2018 年 2 月 22 日検索）。 
２６)同社が 2016 年に実施したディーラー募集説明会の資料による。 

















2018 年 1 月 25 日検索． 
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